
カ、

勺

、



今
金
町
学
宜
保
育
所

「
ル
ン
ル
ン

子
ど
も
ク
ラ
ブ
」
は
机
労
等
で
昼
間
、

保
滋
者
の
い
な
い
家
庭
内
小
学
生
低

.
中
学
年
学
宜
的
安
全
な
環
境
の
提

供
と
健
全
な
育
成
を
は
か
る
た
め
、

放
課
後
の

一
定
時
間
、
指
導
只
の
生

活
指
導
の
も
と
に
、
心
暖
か
く
、
文

化

ス

ポ

ー

ツ

レ

7
リ
エ

l
y
ョ

ン
・
学
習
活
動
等
を
通
じ
、
家
庭
的

な
雰
囲
気
の
な
か
で
識
し
く
過
ご
す

場
所
で
、
日
月

1
日
か
ら
開
設
さ
れ

ま
し
た
。

開
設
案
内

合
開
設
場
所
は
町
老
人
栃
祉
セ
ン
タ

付
属
施
設

官
ク
ラ
ブ
に
は

2
名
向
指
導
只
を
世

--= .-'- 戸 .

~ìζ-=..-.- 、

一~
楽 Lくおやつを刊、ただきま~す'• • 

光
の
里
学
園
創
立
幼
周
年
の

節
目
を
祝
う

町
内

・
紳
丘
に
あ
る
社
会
福
祉
法

人
光
の
単
一
が
桧
山
管
内
初
め
て
の

知
的
問
叫
ん
持
者
施
設
と
し
て
昭
和
刊
年

4
月

1
日
に
開
国
さ
れ
、
今
年
で
初

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

ω月
3
H
に
地
域
交
流
ホ

l
ム
に

お
い
て
約

2
1
0
名
町
附
係
者
が
袋

内
記
念
式
典
と
祝
賀
会
そ
し
て
記

念
誌
「
地
域
と
結
ん
だ

『今
金
ひ
か

り
太
鼓
』
の
実
践
」
の
出
版
を
祝
う

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
話
回

守
閣
制
也
事
長
が
「

園
生
の
老
齢
化
や

就
労
自
立
に
伴
う

い
ろ
い
ろ
な
部
舶

が
予
想
さ
れ
ま
す

が
、
地
域
の
皆
様

の
協
力
と
援
助
を

い
た
だ
き
主
が
ら

紅
年
目
へ
向
け
て

新
た
に
出
発
し
た

い
と
思
い
ま
す
.

」

と
式
対
を
述
べ
ま

し
た
。

ま

た

永

年

に

わ
た
っ
て
法
人
並

び
に
地
般
の
運
営

に
功
紛
の
あ
っ
た

5
団
体
に
感
謝
状

が
送
ら
れ
ま
し
た
.

。
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
.

-
今
金
町
青
年
団
体
連
絡
協
議
会

今
金
町
赤
十
字
奉
仕
団

今
金
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

・
今
金
町
子
を
つ
な
ぐ
税
の
会

北
粉
山
小
学
校
児
主
会

き
生
活
指
却
を
行
い
ま
す
。

古
ク
ラ
ブ
の
定
只
は
幼
名
で
す
。

合
町
内
在
住
町
小
学
校

l
i
4
学
年

ま
で
の
学
童
が
対
象
で
す
.

古
賀
用
は
、
お
や
つ
代
を
含
め
て
、

月
保
有
料

8
0
0
0円
か
か
り
ま

す
。

古
開
設
は
、
国
民
の
祝
日

・
学
校
内

休
業
日
及
び
町
長
が
定
め
る
休
日

を
除
い
た
月
i
金
問
固
ま
で
の
下

校
時
か
ら

5
時
ま
で
で
す
。

官
詳
し
く
は
町
民
福
祉
課
福
祉
係
ま

で

8
2
1
0
1
1
1

現
在
の
状
況

現
在
、
日
名
門
学
童

(
1
学
年
7

名、

2
学
年

2
名、

3
学
年

2
名、

4
学
年

2
名
)
が
入
所
し
て
い
ま
す
。

元
小
学
校
教
愉
の
長
浜
稔
さ
ん

(
御
影
)
と
鈴
木
昇
子
さ
ん
(
寒

昇
)
が
生
活
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
生
活
よ
り
は
、
宿

泊
、
問
担
割
引
や
統
合
な
ど
の
学
科
時
間

に
始
ま
り
、
天
気
の
好
い
日
は
外
で

遊
ん
だ
り
、
室
内
で
は
工
作
な
ど
を

行
い
、
町
文
化
祭
に
出
品
す
る
智
字

や
絵
画
に
取
り
組
ん
だ
り
し
て
い
ま

す。
指
導
員
と
い
っ
し
ょ
に
お
や
つ
を

作
っ
た
り
、
掃
除
も
行
い
、
家
庭
的

な
雰
囲
気
町
中
で
楽
し
く
過
ご
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
歩
み

記念式典で光太磁を披露する園生たち

昭
和
必
年

7
月
厚
生
大
陸
よ
り

社
会
福
祉
法
人
光
の
皇
許
可
さ
れ
る

0

・
昭
和
柑
年

4
月
光
町
盟
学
園
間

凶
@
定
只
初
名
、
重
度
線
の
指
定
を

受
け
る
。

・
昭
和
川
町
年
6
月
光
の
里
学
闘
親

光
会

(
父
兄
会
)
が
結
成
さ
れ
る
。

・
昭
和
刊
年
ロ
片
作
業
線
新
築
。

-
昭
和
引
年
内

M
M
品
作
業
脱
新
築
。

昭
和
白
年

3
月
療
育
実
践
記
録

「
R
子
と
共
に
育
っ
し
が

N
H
K
厚

生
文
化
事
業
団
心
身
障
害
縞
祉
公
的

優
秀
日
を
受
口
。

昭
和
田
年

4
月

納

築

L.
定
員

同
名
と
な
る
。

・
昭
和
問
年

4
月
「
今
金
ひ
か
り

太
妓
」
が

5
T
V
「
サ
ン
デ
ー
九
」

で
会
道
に
放
映
.

-
昭
和
白
年
日
月
「
今
金
ひ
か
り

太
鼓
」
第
臼
回
全
国
心
身
障
害
者
芸

能
コ
ン
ク
ー
ル

「
愛
の
ス
テ
ー
ジ
」

に
出
前
し
、
刷
出
禿
引
を
受
此
。

昭
和
臼
年

4
月
補
築
に
よ
り
定

員
初
名
と
な
る
。

・
平
成
2
年
日
月
地
域
交
流
ホ

ム
新
築
。

平
成

4
年
4

H

第

1
凪
卒
凶
訓

告
綬
与
式
を
挙
行
。

(4
名
)

平
成

5
年

3
月

陶

芸

棟

新

築
。

加

2
凶
卒
幽
調
性
授
与
式

(2
名
)

光
の
里
学
園
で

総
合
的
な
火
災
訓
練
を
実
施

1
 

2
 

〔

秋
の
火
災
予
防
週
間
に
ち
な
み
、

印
月
刊
日
に
「
光
の
里
学
図
」
を
舞

台
に
総
合
的
な
火
災
避
難
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

同
学
闘
の
厨
円
前
か
ら
出
火
し
た
と

恕
定
し
た
避
雌
訓
練
で
は
、

M

山
名
町

悶
生
が
職
只
に
誘
導
さ
れ
、
無
事
に

避
難
し
ま
し
た
。

ま
た
、
第
一
分
団
に
よ
る
模
擬
火

災
の
消
火
訓
練
も
行
わ
れ
、
万
一
の

火
災
に
備
え
て
い
ま
し
た
。

消
防
岩
貝
の
指
導
で
、
燃
え
る
油

を
消
化
務
で
消
し
止
め
る
訓
練
も
行

わ
れ
、
「
い
ま
凡
た
と
お
り
こ
の
消

¥¥ 一一悲惨お安通事故をおくさラ一一

火
山
府
一
本
で
か
な
り
の
火
を
消
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

慌
て
な

い
で
落
ち

着
い
て
適
維
に
消

し
て
く
だ
さ
い
。」

と
注
芯
が
述
べ
ら

れ
訓
練
が
終
わ
り

ま
し
た
。

放水訓練を行う第 1分団員

• • マ 今金幼稚園児のお母さんたちでつ〈る“二ぐまク

ラブ"が10月7目、マスコ ッ ト人形を手渡 Lながら

園児とともに安全運転をドライバーに呼びかけま Lた。

張y

V 

'-
ム B月21目、神丘小学校児童が国道230号線で標語

入り短般と学校農園で収種されたジャガイモを配り

交通安全を呼ぴカ、けま Lた。

1
 

3
 

〔



た
だ
し
い
評
価
と

お
り
な
い
負
担

平
成
六
年
度
の
評
価
替
え

平
成
六
年
度
の
評
価
替
え
か
ら
宅

地
の
評
価
が
大
幅
に
変
わ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

地
方
税
法
の

一
部
改
正
が
平
成
五

年
三
月
三
十
一
日
法
律
第
四
号
に
よ

っ
て
公
布
さ
れ
、
こ
れ
に
伴
う
町
税

固
定
資
産
税
と
は
?

固
定
資
産
税
は
、
毎
年

一
月

一
日

現
在
で
、
土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産

を
所
有
し
て
い
る
人
が
、
そ
の
固
定

資
産
の
価
格
(
評
価
額
)
に
応
じ
て
、

そ
の
固
定
資
産
の
所
在
す
る
市
町
村

に
納
的
る
税
金
で
す
。

た
だ
し
、
市
町
村
毎
に
所
有
す
る

そ
れ
ぞ
れ
の
資
産
の
課
税
標
準
額
が

次
内
金
額
に
満
た
な
い
場
合
は
課
税

さ
れ
ま
せ
ん
。

土

地

家

屋

償
却
資
産

三
十
万
円

二
十
万
円

百
五
十
万
円

が
あ
り
ま
す
。

宅
地
の
評
価
額
は
?

平
成
四
年
度
に
町
内
の
宅
地

ω点

に
つ
い
て
不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る
鑑

定
事
務
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
価
格
的
七
割
を
目
標
に
宅
地

内
評
価
額
が
決
定
し
ま
す
。

こ
の
結
果
平
成
六
年
度
か
ら
ほ

と
ん
ど
の
宅
地
内
評
価
額
は
二
倍
か

ら
一二
倍
に
上
昇
す
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
ま
す
。

税
の
負
担
は
な
だ
ら
か
に
/

今
回
の
評
価
替
え
は
、
基
本
的
に

評
価
の
均
衡
化

・
適
正
化
を
図
る
こ

と
が
目
的
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て

増
税
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

こ
れ
に
よ
り
、
例
え
は
、
今
固
め
評

価
替
え
に
よ
り
評
価
か
士
一
倍
に
上
が

る
住
宅
用
地
(
加
げ
)
で
あ
っ
て
も

・
土
地
固
定
資
産
税
前
年
度
の

5
%
の
増
加

家
屋
固
定
資
産
税
平
成
五
年

度
に
比
べ
少
な
く
と
も
3

%
円
軽
減

と
な
り
、
固
定
資
産
税
の
税
負
担

円
増
加
を
極
カ
抑
制
し
た
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。

条
例
の

一
部
改
正
も
五
月
十
一二
日
の

臨
時
町
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
改
正
は
平
成
六
年
四
月

一
日

か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
今
月
号
で
そ
の
内
容
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

平
成
六
年
度
の
評
価
替
え
は
?

固
定
資
産
の
う
ち
土
地
と
家
屋
は

三
年
毎
に
証
価
替
え
が
行
わ
れ
ま
す
。

次
は
平
成
六
年
度
で
す
が
こ
の
評

価
替
え
か
ら
宅
地
の
評
価
は
、
地
価

公
示
価
格
的
七
割
を
目
標
に
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

公
的
土
地
評
価
の
見
直
し
グ

土
地
の
価
格
に
は
、
公
的
評
価
と

い
わ
れ
る
も
の
だ
け
で
も

①
白
土
庁
同
地
価
公
示
価
格

②
国
税
局
内
相
続
税
評
価
額

③
市
町
村
の
固
定
資
産
税
評
価
額• • 

事一り
，
耐
附
与
数

明
短
縮
写

μ

付加勺いく
y

(改正後)

→ 20年

25年

〈家屋関係〉
・家屋の評価を見直し、税負担を軽減します。

.家屋の耐用年散の短縮

(代表側

・木造住

→ 

。見行)

24年

32年
・非木造 住宅 ・アパート(銑師)

{ 

吃

税
負
担
は

ど
う
な
る
?

同定資産税 1 

〈土地関係〉

70年→ 60年

事務所(鉄骨 50年 → 45年

工場(鉄骨 40年→ 35年

・非木造の住宅・アパートの初期減価の引下げ

(現行) (改正後)

0.9 → 0.8 

・在来分の家屋(既に綜税されている家屋)の

3%減価 (改正後)

価格の 1/3

価格の 1/6

住宅用地の課税標準の特例措置の拡充
(現行)

価格の 1/2

佃格の 1/4

一般住宅用地

小規模住宅用地(200耐まで)

① 

→ 

評価の上昇割合の高い宅地に対する暫定的な課税標準の特例措置の導入
(現行改正後)

特F措置なし → 評価の上昇の程度に応じて

価格の 3/4-1/2 

② 

. ~;引回の上昇割合の高い宅地

宅地について、よりなだらかな税負担となるような負担調整措置の実施③ 税を知る週間(11月11 日 ~11 月 17 日)
¥
総
合
的
か
つ
適
切
な
調
整
措
置
を
/

一
講
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
税
負
担
一

/
の
急
澱
な
増
加
を
抑
え
ま
す
。
¥

-①~③の措置により、 正成 6年度から平成 8年度までの各年度分の固定資産税は次の算式に

より計算されることになります。

• ，. 
いきてい否」あなたの税が『この社怠

前年度の課税標準額×負担調整率X税率=当年度の税額

佳子宅用地

負担調益事

5
 

5

7

5

 

0
0
1
1
2
 

5
 

5

7

5

5

 

0
0
1
1
2
2
 

3.6倍以下のもの

3.6儲を超え、 4.8倍以下のもの
4.8儲を超ぇ 6.75倍以下のもの

6.75借を超え、阿倍以下のもの

15倍を超えるもの

2.4倍以下のもの

1.4倍を超え、 3.1倍以下のもの
3.2イ告を超え、 4.5倍以下のもの

4.5倍を超え、 10倍以下のもの

10鐘を趨ぇ、18倍以下のもの

18倍を超えるもの

評価の上界都合※

(算式)

区分

rこの社会あなたの税がいきている』 をスローガ

ンに 11月11日(木)から 17日(水)を r税を知る週間J

とし、国民の皆さんに税の意義や役害tを正しく理解

し、考えていただけるよう全国的に各種の行事を幅

広く行います。

本年、八雲税務署では、一日税務署長に江差追介

日本一の道高睦子さんをお招きしました。

11月15日(月)には、八雲農協 Aコープにおいて道

高さんが日本一の江差追介をご披露してくださいま

す。 住宅用地の禄柑R事の宅相U

措置の広充を行います

非住宅用地

〕4
 

〔

京評慌の上実割合とは、平成6年度言軒百額を、原則として平成3年度lflffi湖て係して得たものですa

〕5
 

〔



館康のための助け合い

国保へのご理解を
健全な国保財政を支えるために
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一
、
被
保
険
者
数
の
状
況

(表
1
)

平
成
4
年
度
末
に
お
け
る
国
保
加
入
状
況

は
表
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
が
、
国
保
被
保

険
者
は
過
疎
化
と
共
に
社
会
保
険
事
業
所
の

適
用
拡
大
及
び
人
口
の
流
失
な
ど
に
よ
り
、

被
保
険
者
数
は
年
々
減
少
の

一
途
を
た
ど

っ

て
い
ま
す
が
、
世
相
数
は
抜
家
扶
化
に
よ
り
、

一
世
帯
当
た
り
の
被
保
険
者
数
は
少
な
く
な

り
、
単
身
世
帯
や
老
人
夫
婦
世
帯
が
増
加
し

て
お
り
ま
す
。

二
、
医
療
賀
め
状
況

(表
2
)

医
療
費
は
被
保
険
者
が
減
少
し
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
高
水
準
に
あ
り
、
年
齢
附
阿
川
が

誰
々
高
齢
化
傾
向
が
強
く
な
り
、
5
年
度
3

月
末
現
在
で
は

ω歳
以
上
の
高
齢
者
が
全
体

の
幻

・
2
%を
占
め
て
お
り
、
こ
の
た
め
、

老
人
医
療
費
は
毎
年
増
高
し
て
い
ま
す
が
老

人
被
保
険
者
が
年
々
増
加
し
た
事
に
と
も
な

い
、
一
人
当
た
り
の
医
療
費
は
逆
に
沈
静
化

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
全
体
的
に
見
る
と
医

療
費
は
上
昇
し
て
お
り
、
国
保
財
政
を
脅
か

し
て
お
り
ま
す
。

ニ
、
国
保
財
政
状
況• • 

63年度 元年度 2年度 3年度 4年度

世 帯 数(戸) 2， 479 2， 477 2，468 2，464 2， 465 
町 晶晶晶晶晶"町酔晶 -・a 圃圃圃晶晶晶 a 園田‘..・ ..晶 圃圃圃圃圃

人 口 (人) 8， 020 7， 922 7，744 7， 613 7，517 

世 帯 数(戸) 1. 319 1. 304 1，281 1. 262 1. 240 

国 被 一般(若人) (人〕 3， 598 3， 358 3， 155 2， 955 2， 793 
晶晶晶 a 晶..... 圃可・・・・・ー...晶晶

保 退職 者等(人) 144 161 166 160 151 
... 晶晶晶晶園田‘晶圃圃晶

険 老 人(人) 577 623 656 691 692 
曹司曹司曹司・・・・， ...・可・一一晶

保 者 言十 4，319 4， 142 3， 977 3， 806 3， 636 

数 (対町総人口比%) 53. 85 52. 28 51. 36 49.99 48.37 

国保被保険者の年度別推移表 1

若人分 退職分 老人分 全体分
全体の対前

年度伸び率

63年度 150， 674 356，346 992， 934 270，053 114. 36 

元年度 155， 633 343， 000 974，982 286， 154 105. 96 

2年度 152， 467 329， 694 970， 093 294， 731 103. 00 

3年度 178，592 419，427 937，311 321. 935 109. 23 

4年度 189， 666 478，309 932，170 340， 521 105.77 

(単位 円)一人当たり医療費の年度別推移表 2

1
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国
保
財
政
は
里
字
で
あ
り
ま
す
が
、
加
入

者
の
皆
さ
ん
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
保
険
税

の
改
定
及
び
一
般
会
計
か
ら
毎
年
繰
り
出
し

を
行
っ
て
も
ら
う
お
に
よ
り
黒
字
決
算
を
保

っ
て

い
る
状
態
で
す
。

4
年
度
か
ら
国
の

「国
保
財
政
安
定
化
支

援
事
業
」
が
行
わ
れ
、
今
年
度
は
約

2
3、

2
8
3
千
円
の
支
緩
が
あ
り
ま
す
が
、
依
然

と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

四
、
保
険
税
状
況

(表
3
)

相
互
扶
助
で
成
り
立
っ
て
い
る
国
保
制
度

を
維
持
し
て
い
く
う
、
え
で
最
も
重
要
な
こ
と

は
、
国
保
税
を
全
只
の
方
に
納
付
し
て
い
た

だ
く
予
」
と
が
大
切
で
す
。

国
保
税
の
収
納
率
向
上
に
つ
い
て
は
、
納

税
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
特
に
納
税
者
の

利
便
を
考
慮
し
、
口
座
振
替
制
度
の
普
及
、

納
付
組
織
内
の
収
納
率
向
上
を
図
る
ベ
メ
鋭

意
努
力
し
て
い
ま
す
。

国
保
税
は
国
保
の
大
事
な
根
幹
を
な
す
も

の
で
あ
り
、
国
保
加
入
者
の
皆
さ
ん
保
険
税

制
制
州
訓
州
制
刻
川
利
引
制
刷
川

U
剖
引
。

保
険
税
は

納
期
限
内
に

• • 
国保税の収納状，兄 (現年度課税分)

税調定額(円) 税収納額(円)
収納率 一人当たり 一世帯当たり

(%) 税額(円) 税額 (円)

63年度 261. 445， 000 254， 372， 750 97. 29 60， 534 198， 215 

元年度 275， 704， 800 268， 401. 260 97. 35 66， 563 211. 430 

2年度 279， 582， 100 271. 176， 620 96. 99 70， 300 218， 253 

3年度 279， 984， 300 269， 554， 920 96. 28 73， 564 221， 858 

4年度 283， 534， 300 273， 711， 800 96. 54 77， 980 228， 656 
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表3

E療費を大切に



好天に恵まれ大ハッスル
今金幼稚園運動会

⑨
小川
⑧
⑨
⑧
易

球

技

大

会

種
川
小
6
年

植
固
ま
ゆ
み
J

と
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

最
後
の
方
に
ド
リ
プ
ル
ン
ュ

l
ト

を
決
め
て
、
そ
し
て

2
分
く
ら
い
で

審
判
の
笛
が
鳴
り
、
前
半
が
終
わ
り

ま
し
た
。

後
半
は
メ
ン
バ
チ
ェ
ン
ジ
を
し

て
、
私
は
休
ん
で
見
て
い
ま
し
た
。

な
ん
と
な
く
落
ち
つ
か
ず
に
見
て
い

ま
し
た
。
早
く
も

7
分
が
た
ち
審
判

の
笛
が
鳴
り
、
試
合
が
終
わ
っ
て
い

て
種
小
が
勝
っ
て
い
ま
し
た
。

何
試
合
か
見
て
か
ら
昼
休
み
に
な

り
、
お
弁
当
を
食
べ
私
達
の
出
番
に

な
る
ま
で
、
少
し
休
み
ま
し
た
。

信
頼
さ
れ
る

消
防
士
に

な
り
た
い
で
す

γフレ‘I，!I~さんーで一四一
て今
今年

金 4
消月
防に
署 地
に元
勤の
め高
ま校
L を
た卒
。業

韓
町

黒
宮

広
光
J
M川

「ピ

」
試
合
開
始
で
す
。
私
円

胸
は
ド
キ
ド
キ
と
則

っ
て
い
ま
す
。

「
パ
ン
ソ
」
と
ポ
ー
ル
を
打
つ
昔
が

し
ま
し
た
。
す
ぐ
に
、
極
小
チ
ー
ム

円
ボ
ル
に
な
り
コ
ル
へ
と
せ
め

込
ん
で
行
き
ま
し
た
。

私
の
方
に
も
ポ

l
ル
が
飛
ん
で
き

ま
し
た
。
ド
リ
ブ
ル
を
し
て
シ

ュ

ト
を
し
た
の
に
、
全
扶
決
ま
ら
な
い
。

そ
の
フ
ち
に
、

4
年
生
に
ポ

l
ル
を• • 

試
合
が
始
ま
り
、
最
初
は
極
小
が

シ
ュ

l
卜
を
決
め
ま
し
た
。
で
も
金

原
チ

l
ム
も
何
ゴ

l
ル
も
決
め
ま
し

た
。
入
れ
た
り
入
れ
ら
れ
た
り
す
る

試
合
を
見
て
い
る
と
、
飛
ぴ
は
ね
た

り
、
あ
せ
を
か
き
な
が
ら
に
ぎ
り
こ

ぶ
し
を
つ
く
り
見
て
い
ま
し
た
。

今
に
も
負
け
る
の
で
は
な
い
か
と
、

ハ
ラ
ハ
ラ
、
ド
キ
ド
キ
し
ま
し
た
。

た
っ
た

7
分
な
の
に
時
間
が
長
く
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。
後
半
も
終
わ
り
梅

小
が
勝
ち
ま
し
た
。
そ
の
時
は
何
と

な
く
ホ

y
と
し
ま
し
た
。

次
に
四
つ
業
チ

l
ム
と
試
合
を

L

A
i
9月

ま

で

れ

叶

叫

出

江
別
市
に
あ
る
北
海
道
消
防
学
校
で
旦

消
防
の
基
礎
を
学
ん
で
き
た
黒
宮
ぷ
刊

は
「
先
輩
を
見
習
い
立
派
な
消
防
士
山

に
な
り
た
い
で
す
。
消
防
学
校
を
半
品

業
し
た
ば
か
り
で
基
本
的
な
こ
と
し

か
解
り
ま
せ
ん
が
、
早
く
現
場
経
験

を
多
く
積
ん
で
人
命
救
助
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
た
い
で
す
己

「
将
来
は

団
長
さ
ん
や
町
民
の
方
々
と
も
交
流

を
深
め
て
信
頼
さ
れ
る
消
防
士
に
な

り
た
い
で
す
U

と
力
強
く
抱
負
を
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

県
宮
ぷ
は
中
単
で
民
業
を
営
む

一

三
さ
ん
の
長
男
で
趣
味
は
パ
ス
ケ

ソ
l

ボ
ル
と
ド
ラ
イ
ブ
と
い
う
現
代
的

な
背
年
で
す
。

今
金
幼
稚
園
内
運
動
会
が
好
天
に

恵
ま
れ
た
日
月

3
日
、
同
国
グ
ラ
ン

ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

閉
山
名
の
図
児
は
父
母
や
泣
く
か
ら

駆
け
つ
け
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
の
声
援
を
受
け
「
か
け
っ

こし

「紅
白
リ
レ

L

寸
つ
な
ひ
き
」

な
ど
却
根
自
に
伸
び
伸
び
と
競
技
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
騎
馬
戦
な
ど
の
親
子
競
技

で
は
子
供
述
と
い
っ
し
ょ
に
父
母
も

大
ハ
ソ
ス
ル
、
心
地
よ
い
汗
を
流
し

て
い
ま
し
た
。
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さわやかサイクリングの集い
体育協会主催の第 5固さわやかサイクリン

グの集いが、 10月 9日行われ、 30名が参加。

総体力、b浮島公園までの往復コ スを秋風

を切り、さわやかに完走、ここちよい汗を涜

していました。

最近の犯罪は、捜査本部を設置した重要凶悪犯罪が増

加する中で、銃器を使用した犯罪が多発し、深夜スーパ

ー7 ーケットを対象とした強盗が増加するなどの傾向が

みられます。

また、社会的ポ ダ レス化の進展に伴って、犯罪も

ますます広域化、スピー ド化、巧妙化し、都道府県の県

境を越えて敢行される重要凶悪犯罪や窃盗犯罪の発生が

多くなってきています。

響察では、こうした犯罪を素早く確実に検挙するため、

広域捜査カの充実 ・強化を図るとともに、 DNA裂鑑定

のような最新鋭の技術を導入した科学捜査の推進に努め

ております。

しかしながら、犯人を検挙し、事件を解決するために

は、これら瞥察の活動のみでは限界があり、町民的皆さ

んの犯罪捜査に対するご理解とこ協力が欠かすことので

きないものとなっております。

そこで、特に、次の点を中心にご協力をお願いいたし

ます。

O犯罪について知っていることは積極的に通報を F

O聞き込み捜査にご協力を F

0被害に遭ったときは必ず届出を r

o r事件かな?J と思ったら迷わず110番を f

o指名手配犯人検挙にご協力を F

「犯罪捜査にご協力を」

ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
な
か
な
か
市
、が

入
ら
な
か
っ
た
け
ど
、

Mm
小
が

1
ゴ

ー
ル
2
コ
1
ル
と
ン
ュ

l
ト
を
決
め

て
い
き
ま
し
た
。

四
つ
葉
も
ど
ん
ど
ん
せ
め
て
シ
ュ

l
ト
を
決
め
ま
す
。
そ
の
た
び
に
負

け
て
し
ま
う
ん
で
は
な
い
か
と
心
配

だ
っ
た
。

金
原
チ
ー
ム
と
試
合
し
た
と
き
よ

り
も
、
も
っ
と
時
聞
が
長
〈
感
じ
ま

し
た
。
前
半
、
後
半
と
終
わ
り
得
占
、

表
を
見
に
行
く
と
勝
っ
て
い
ま
し
た
。

私
が
ゲ

l
ム
に
出
た
わ
け
で
も
な

い
の
に
、
す
っ
ご
く
う
れ
し
く
て
、

私
も
み
ん
な
と
試
合
に
出
て
い
る
よ

う
な
気
持
ち
に
な
り
、
と
っ
て
も
き

ん
ち
ょ
う
し
ま
し
た
。

最
終
発
表
で
、

C
ブ
ロ
ソ
ク
で
私

達
種
小
チ
ー
ム
は
優
勝
し
ま
し
た
。

一
生
け
ん
命
練
習
し
た
力
を
出
せ

た
の
で
、
と
っ
て
も
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。ー

み
ん
な
の
広
場
L

は
、
町
民
の

皆
さ
ん
に
投
稿
し
て
い
た
だ
い
た

作
品
を
紹
介
し
た
り
、
皆
さ
ん
の

伝
言
を
お
手
伝
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
の

コ

ナ

ー

で
は

3
歳
未
満
の
お
子

さ
ん
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
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お

知
いら
げせ
れ

除
雪
車
の
運
転
手
を

募
集
し
ま
す

町
で
は
除
雪
車
運
転
向
臨
時
職
貝

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

ヨ
L

L
Fυ
 

・
雇

用

期

間

ロ

月
紅
白
か
ら
翌
年

3
月
初
日
ま
で

雇

用

人

貝

日

名

。
陀

募

資

格

町

内

在

住
者
。

・
選
考
方
法
書
類
選
考
と
し
ま
す

の
で
、
履
廃
合
と
免
討
径
の
写
し

を
添
え
て
提
出
し
て
下
さ
い
。

・
申
込
期
間

口
月

8
日
i
同
お
日

ま
で

・
申
込
先

で

役
場
建
設
課
管
理
係
ま

〈
建
設
課
管
理
係
〉

年
金
相
談
日
の

お

知

ら

せ

年
金
に
関
す
る
質
問
や
相
談
を
次

的
日
程
で
お
受
け
い
た
し
ま
す
の
で

お
気
軽
に
ご
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

ヲし

1 

と

き

日

月

お

日

(木
)

午
前
日
時
i
午
後

3
時
ま
で

模診を受けて明るい健康づくり

11月みんな
(町民福祉課衛生係 国保係)

2
、

と

こ

ろ

役

場

町

民

相

談
室

3
、
相

談

貝

函

館

社

会
保
険
事
務

一
附
職
貝
1
名

〈
町
民
福
祉
課
年
金
係
〉

献
血
の
お
知
ら
せ

日
月
日
日
闘
は
献
血
の
日
で
す
。

採
血
の
前
に
は
必
ず
医
師
が
診
察
い

た
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

コし

1

、

役

場

前

9

ω

l

M

日

2
、

段

協

前

u

m

i

M

初
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集
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で
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平
成

6
年

3
月
採
用

の

陸

海

・
空
自
衛
官
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

W
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集
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目
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刊
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生
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長
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対
象
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子
)

・
平
成

6
年
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月
1
日
現
在
日
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以
上
口
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未
満
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学
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業
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成

6
年
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卒
業
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10. 10 

平
成

5
年

日

月

1
日
か
ら

平
成

6
年
1
月

4
日
ま
で

接
試
験
日

第
1
次
試
験

1
月

6
日

(木
)

第

2
次

試

験

1

月

初

日

か

ら

幻
自
の
指
定
す
る
一
日

必
山
詳
し
く
は
自
衛
隊
今
金
募
集
事
務

所
ま
で

8
2
0
2
5
8

日
月

9
日
は

「

1
1
9
番
」
の
日
で
す

《

1

1
9
番
町
正
し
い
通
報
の
仕
方
〉

①
火
災
か
救
急
円
別
を
は

っ
き
り
と

②
住
所
は
正
般
に
目
標
等
も
伝
え
て

③
火
災
で
は
種
類
、
逃
げ
遅
れ
た
人

の
有
無
、
救
急
で
は
維
が
ど
こ
で

ど
う
し
た
か
を
正
し
く
伝
え
て
下

さ
い
。

④
通
報
者
本
人
的
氏
名
を
明
ら
か
に

し
て
下
さ
い
。

〈
1
1
9
番
も
電
話
の
栂
類
に
よ

っ

て
か
け
方
が
ち
が
う
〉

①
育
電
話

・
受
話
綜
を
あ
げ
て
1
1
9
番
の
専

用
ダ
イ
ヤ
ル
を
ま
わ
す

・
前
聞
に
緊
急
用
通
商
の
赤
ボ
タ
ン

が
つ
い
て
い
る
も
の
は
、
カ
バ
ー

を
破

っ
て
赤
ボ
タ
ン
を
押
し
ダ
イ

ヤ
ル
を
ま
わ
す
。

②
赤
電
話
、
ピ
ン
ク
屯
話

電
話
の
管
理
者

(
庖
の
人
)
に
頼

ん
で
カ
ギ
を
切
り
替
、
え
て
も
ら
っ

• • 
て
か
ら
1

1

9
番
す
る
。

③
背
電
話
、
赤
電
話
、
ピ
ン
ク
電
話

お
金
を
入
れ
て
か
け
た
場
合

消
防
で
は
、
通
報
者
の
声
が
聞
こ

え
ま
せ
ん
が
消
防
か
ら
の
声
は
聞

こ
え
ま
す
。
そ
こ
で

一
端
長
話
器

を
置
い
て
下
さ
い
と
言
い
ま
す
の

で
受
話
器
を
置
く
と
信
号
が
入
り
、

受
話
器
を
と
る
と
次
か
ら
は
、
ポ
口

通
に
通
話
が
で
き
ま
す
。

援

1
1
9
番
は
、
緊
急
電
話
で
す
の

で
、
そ
れ
以
外
の
用
件
又
は
、

い
た

ず
ら
等
で
は
絶
対
に
か
け
な
い
で
下

去、ぃ
。

循
環
器
・
結
核
検
診
を
受
け
よ
う
グ

" 

川
叫
オ
を
過
さ
た
ら
検
診
を

人
間
の
か
ら
だ
は
、
日
日
刻
刻
と

変
化
し
て
い
る
も
の
で
す
。
今

年

「
呉
状
な
し
」
で
あ

っ
た
か
ら
、
来

年
も
そ
う
か
と
い
う
と
、
必
ず
し
も

J
共
状
な
し
」
と
は
か
ぎ
り
ま
せ
ん
。

と
く
に
、
成
人
病
と
い
わ
れ
る
、

が
ん

・
脳
卒
中

・
心

臓

病

糖

尿

病

な
ど
は
、
自
J
比
症
状
が
な
く
て
も
病

気
が
進
行
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
中
年
を
す
ぎ
た
働
き
ざ
か

り
の
人
を
お
そ
い
、
病
気
の
回
復
が

お
そ
く
、
慢
性
化
す
る
こ
と
も
多
い

の
で
す
。
さ
ら
に
い
く
つ
か
の
病
気

を
合
わ
せ
も
つ
こ
と
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。

定
期
的
に
検
査
を
受
け
る
こ
と
に

よ
り
、

自
分
の
か
ら
だ
の
伏
態
の
流

れ
を
つ
か
む
こ
と
が
、
早
期
に
具
常

を
み
つ
け
だ
す
カ
ギ
と
い
、
え
ま
す
。

.
死
因
の
約
臼
%
は
成
人
病

成
人
病
は
、
日
本
人
の
死
亡
原
因

の
臼
%
を
占
め
て
い
ま
す
。
今
金
町

の
場
合
を
み
る
と
、
が
ん
・
心
臓
病

脳
卒
中
に
よ
る
死
亡
は
幻
人
で
、
全

死
亡
ω
人
内
約
M
%
を
占
め
ま
す
。

心
臓
病

・
脳
卒
中
は
い
ず
れ
も
循

環
器
の
病
気
で
、
高
血
圧
や
動
脈
硬

" 

化
に
問
係
の
深
い
病
気
で
す
。

検
診
は
健
康
管
理
の
出
発
市

ふ
だ
ん
健
康
と
お
も

っ
て
生
活
し

て
い
る
人
た
ち
の
な
か
か
ら
、
気
づ

か
な
い
う
ち
に
発
生
し
て
い
る
病
気

を
早
く
発
見
し
、
病
気
が
重
く
な
ら

な
い
う
ち
に
早
期
治
療
を
す
る
た
め

の
第

一
歩
が
検
診

で
す
。

さ
ら
に
、
病
気

内
も
と
に
な
る
異

常
な
状
態
を
み
つ

け
、
日
常
生
活
に

注
意
を
要
す
る
人

を
選
び
だ
す
こ
と

も
目
的
の
ひ
と
つ

で
す
。

日
月
9
日
か
ら

は
じ
ま
る
検
診
は

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
、

身
体
制
測
、
血
圧

測
定
、
検
尿
、
血

液
検
査
、

(肝

・

腎
機
能
、
コ
レ
ス

テ
ロ

ー
ル
、
貧
血

血
粉
、
エ
キ
ノ
コ

Y
7
ス
)
、
心
屯

図
、
眼
底
検
査
が

一
度
に
受
け
ら
れ
る
充
実
し
た
内
容

に
な

っ
て
い
ま
す
。

「健
康
」
だ
と
思
っ
て
い
る
あ
な

た
こ
そ
、
検
診
を
受
け
る
価
値
が
あ

る
の
で
す
。

〈
町
民
福
祉
諜
保
健
指
導
係

国
保
係
}

1
 

1
 

1
 

〔



平成 5年度機動職業訓練生徒の募集

建築 (型枠)科

平成 6!rF-1月12日から 3月25日まで

(資格決定日 12月22日)

時 IHJ 9時かわ 4時まで (土 日ー祝祭日は休み)

受講資格 原用保険特例資格を有する人

場 所今金町技能者会館

その他日I用保険の外に、 1B 590lTI円受講手当支給

巾込締1;IJ 12月20日

申込先おIUlい骨わせ

訓練科目

J即日!
主 (今 金)fi@0324 

橋崎医院(瀬棚)fi<1)3021 

11月の休日当番医

医 l"，'. 
邑3日

7日

今金町国保病院(今金)fi@0221 

主 (今 金)包@0324

今金町国保病院(今金)包@0221

北格山町国保病院(北1官山)fi④5321

医 l国

14日

21日

23日

28日

今金町役場開J観光誕

百 2-0111 

60歳以上の方も国民

年金に加入できます

令。@o場。 住民の動態 今やや

9月末現在

(白可月責寸比)

7，506人 (-3) 

3，630人 (-1) 
3，876人(- 2) 

2，486世叩(+ 2) 
国民年金は、20歳から59歳までの方が加入する

ことになっていますが、 60歳から64歳までの方も

希望により力[f入することができます。

年金を受けるための要件を満たしていない方で、

不足期間が五年以内町方は、任意加入することに

より年金受給の資格カ叶専られます。

また、年金を受けるために必要な期間を満たし

ていても 、過去に保険料の未納期間がある方は、

保険料を納めることにより年金額を増額すること

ができます。

なお、厚生年金 ー共済年金円1111入者や、すでに

老齢基従年金を繰り上げて受けている方は加入で

きません。

1111入手続きなど詳しくは、年金係へこ市町長くだ

さし、。

口

数男

女

相

人

世

• 
自の出町

(伸ーさん長男)上花石

図おたんじようおめでとう

山本ななせ、 9月17日

9月21日e
h
x
e
x
 

L

心
相
介

付

一

肘

日

出

田

平

保
大

久 ( 1I :I~l 男 さん 長男)大和町

(秀明さん 長女)昭和町

(消明九 2女)ZメッZ
(拐さん長女)南栄町

9月23日

10月 6日

10月 6日

あや拘

彩jJIT"'" 

内香
山
A
E
引岩

田
小

藤

川平

10月 8日

先月号で紹介した根井柴帆ちゃんは紫帆の誤りで

したので、訂正してお詫びいた Lます。

。いつまでもおしあわせに

10/ 1 秋元宣宏な(日英町) ~高藤弘美弘(砧牧村 )

10/13加藤征人九(南栄町)ニ柿本千示子三(御 影)

河
川
愛
護
運
動

実

施

光台

高美I!汀

本町

{玉吉7
南栄町

八束更生

南町

八束南原

種川宮前

書E、

64時民

61iJi民

73露見

95己主主

77歳

55歳

70歳

72歳

92歳

ーお〈やみもうしあげます

竹原伊佐美九 9月18日

大 束康雄九 9月18日

飯 間 信義さん 9月18日

中島かつv をさん 9月20日

晶~ r.~ 却;~ì古さん 9月22日

佐々木令子さん 9月27日

中村 政則さん 10月8日

山田 フクな 10月10日

友善幸次郎さん 10月19日
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利
別
川
清
流
保
護
内
会
の
呼
び
か

け
に
よ
る
河
川
清
掃
が
好
天
に
悲
ま

れ
た
凶
月

9
円
、
い
つ
ま
で
も
美
し

く
、
き
れ
い
な
利
別
川
を
維
持
し
よ

う
と
一
斉
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
集
ま

っ
た
の
は
、
消
流
保

謎
町
会
会
貝
を
は
じ
め
、
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
術
生
団
体
な
ど
日
名
で

す
。消

却
は
5
、
6
名
町
班
編
成
と
な

り
、
上
流
の
住
吉
え
ん
堤
か
ら
今
金

橋
下
流
ま
で
約

2
時
聞
か
け
て
空
き

街
や
ビ
ニ

ー
ル
な
ど
無
法
に
捨
て
ら

れ
た
ゴ
ミ
が
た
く
さ
ん
集
め
ら
れ
ま

し
た
。

利
別
川
は
日
本
有
数
の
消
流
で
す
。

家
族
ぐ
る
み
で
こ
の
運
動
に
参
加
し

清
流
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

〕2
 

1
 

〔

編
一集
一後
一記

日
月
1
日
か
ら
開
設
さ
れ
た
学
童

保
育
所
「
ル
ン
ル
ン
子
ど
も

7
ラ
ブ
し

を
2
回
訪
問
し
て
み
ま
し
た
。

1
回
目
的
訪
問
時
と
比
べ

2
回
目

で
は
、
子
ど
も
た
ち
も
す
っ
か
り
慣

れ
た
様
子。

学
童
保
育
所
も
開
設
さ
れ
た
ば
か

り
で
、
試
行
錯
誤
の
部
分
も
あ
り
ま

す
が
、
昼
間
、
保
謎
者
の
い
な
い
家

庭
内
心
強
い
味
方
に
な
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
、
っ
か
。
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